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１ 点検・評価の趣旨等 

 

（１）趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第１項により、教育委員

会の権限に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、その結果

に関する報告書を議会に提出するとともに公表することとされています。茂原市教

育委員会では、この規定に基づき平成２７年度における事務の管理及び執行状況に

ついて点検・評価を実施します。 

  

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第 26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定

により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これ

を議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

 

 

（２）目的 

教育委員会に属する事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行うことで、

効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たすことを目的

とします。 

 

（３）対象 

本市の「後期基本計画」並びに教育の総合的指針である「平成２７年度茂原市の

教育方針及び重点施策」に位置づけている１８施策を対象とし、点検・評価を実施

いたしました。それぞれの施策の課題等を明らかにするとともに、今後の方向性に 

ついて示しました。 

 

（４）点検・評価の流れ 

  ①担当課での報告書の作成 

  ②教育委員会による点検・評価 

  ③改善への取組 

  ④議会への報告 

  ⑤ホームページによる市民への公表 
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（５）教育委員会構成員（平成 28年 4月 1日現在） 

 

 

２ 教育委員会の活動状況 

（１）教育委員会会議 

    平成２７年度中に教育委員会会議は定例会１２回と臨時会１回の合計１３回開催し

ました。また、教育委員会と教員との相互理解を深めるため、新任の学校教諭、新教

頭を対象に教育委員会会議の傍聴、会議終了後の意見交換等も行いました。 

 

① 開催回数（平成２７年４月～２８年３月）   

 定 例 会 臨 時 会 計 

回数 １２ １ １３ 

 

② 議決事項等（平成２７年４月～平成２８年３月） 

 開催日 議案番号及び議案名 

 

４月定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 30日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 茂原市立図書館規則の一部を改正する規則の制 

定について 

議案第２号 茂原市青年館設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例を制定するよう市長に申し入れることに

ついて 

議案第３号 茂原市文化財審議会への諮問について 

議案第４号 茂原市立小学校及び中学校管理規則の一部を改正す

る規則の制定について 

 

役 職 名 氏  名 任                   期 

教 育 長 内 田 達 也 平成 27年 4月 1日～平成 30年 3月 31日 

委  員 

（教育長職務代理者） 
齋 藤   晟 平成 26年 10月 1日～平成 30年 9月 30日 

委    員 鈴 木 一 代 平成 25年 7月 1日～平成 29年 6月 30日 

 委    員 鎌 田 俊 郎 平成 24年 10月 1日～平成 28年 9月 30日 

 委    員 安 藤 明 子 平成 27年 6月 30日～平成 31年 6月 29日 
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 開催日 議案番号及び議案名 

 

４月定例会 

 

4月 30日 

 

 

議案第５号  茂原市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の

制定について 

議案第６号  学校評議員の委嘱について 

議案第７号  平成２７年度教科用図書長生採択地区協議会委員の

選任について 

議案第８号  茂原市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

議案第９号  平成２６年度教育委員会の点検・評価報告書につい

て 

議案第 10号  茂原市社会教育委員の委嘱について 

議案第 11号 茂原市公民館運営審議会委員の委嘱について 

議案第 12号  茂原市立図書館協議会委員の任命について 

（報告事項６件他） 

 

５月定例会 

 

5月 21日 

 

議案第１号 茂原市青少年指導センター運営協議会委員の委嘱に

ついて 

議案第２号 教育財産の用途廃止について 

議案第３号 茂原市私立幼稚園園児補助金交付規則の一部を改正

する規則の制定について 

議案第４号 茂原市私立幼稚園就園奨励費補助金交付規則の一部

を改正する規則の制定について 

議案第５号 平成２７年度教科用図書長生採択地区協議会委員の

選任について 

（報告事項：３件他） 

 

６月定例会 

 

6月 25日 

 

議案第１号 茂原市立図書館協議会委員の任命について 

（報告事項：６件他） 

 

７月定例会 

 

 

7月 30日 

 

 

議案第１号 平成２８年度使用教科用図書の採択について 

議案第２号 茂原市立幼稚園保育料及び入園料の徴収に関する条

例の一部を改正する条例を制定するよう市長に申し

入れることについて 

議案第３号 学校評議員の委嘱について 

（報告事項：２件他）（新任教頭６名傍聴） 
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 開催日 議案番号及び議案名 

８月定例会 

 

8月 19日 

 

議案第１号 茂原市指定文化財の指定について 

議案第２号 茂原市立幼稚園の保育料等の減免措置に関する規則

の一部を改正する規則の制定について 

（報告事項：４件他）（新任教諭６名傍聴） 

９月定例会 9月 25日 議案第１号 平成２７年度茂原市教育功労者被表彰者の決定につ

いて 

議案第２号 茂原市立幼稚園の保育料に関する規則の制定につい

て 

議案第３号 茂原市スポーツ推進委員の委嘱について 

議案第４号 茂原市文化財審議会への諮問について 

（報告事項：２件他）（新任教諭７名傍聴） 

10月定例会 

 

10月 29日 

 

議案第１号 茂原市青年館設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例を制定するよう市長に申し入れることに

ついて 

議案第２号 茂原市奨学資金貸付条例の一部を改正する条例を制

定するよう市長に申し入れることについて 

（報告事項：２件他） 

11月定例会 11月 17日 

 

議案第１号 茂原市指定文化財「荻生徂徠母の墓」の現状変更の承

認について 

（報告事項：５件他） 

12月定例会 

 

 

12月 24日 

 

 

議案第１号 茂原市教育委員会感謝状受賞者の決定について 

議案第２号 茂原市奨学資金貸付条例施行規則の一部を改正する規

則の制定について 

（報告事項：４件他） 

１月定例会 １月 28日 議決事項なし 

（報告事項：６件他） 

２月定例会 2月 16日 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１号 茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規

則の制定について 

議案第２号 茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令の

制定について 

議案第３号 茂原市市民体育館管理規則の一部を改正する規則の

制定について 

議案第４号 茂原市スポーツ推進計画の策定について 

（報告事項：４件他） 

 



7 

 

開催日 議案番号及び議案名 

 

３月臨時会 

 

3月 11日 

 

議案第１号 県費負担教職員のうち校長及び教頭の任免その他の

進退に関する内申について 

議案第２号 平成２７年度教科用図書長生採択地区協議会規約の

制定の承認について 

（報告事項：なし） 

 

３月定例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 26日 

 

 

 

 

議案第１号 茂原市東部台文化会館の管理及び運営に関する規則

の制定について 

議案第２号 茂原市教育委員会公告式規則の一部を改正する規則

の制定について 

議案第３号 茂原市教育委員会会議規則の一部を改正する規則の

制定について 

議案第４号 茂原市教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則

の制定について 

議案第５号 茂原市教育委員会行政組織規則の一部を改正する規

則の制定について 

議案第６号 茂原市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の

制定について 

議案第７号 茂原市教育委員会処務規程の一部を改正する訓令の

制定について 

議案第８号 茂原市青少年指導センター設置条例施行規則の一部

を改正する規則の制定について 

議案第９号 茂原市立美術館・郷土資料館管理及び運営に関する規

則の一部を改正する規則の制定について 

議案第 10号 茂原市立小中学校の適正規模の設定について    

議案第 11号 茂原市スポーツ推進審議会委員の任命について 

議案第 12号 平成２７年度茂原市の教育方針及び重点施策の制定

について 

（報告事項：４件他） 
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（２）教育委員会会議以外の主な活動状況 

教育委員は、教育委員会会議への出席の他に学校を訪問して教育現場の状況を把握

するとともに、議案や教育課題などに対する理解を深め、多面的な角度から議論を行

うため教科書採択会議や関係団体等が主催する研修会や総会などにも参加しました。 

 

・学校訪問等 

開催日 訪問先 

平成 27年 5月 8日 西小学校、新治小学校、豊岡小学校、東部小学校 

平成 27年 5月 11日 
本納中学校、中の島幼稚園、五郷幼稚園、早野中学校、鶴枝小学

校、五郷小学校、中の島小学校 

 

・入学式・卒業式 

開催日 訪問先 

平成 27年 4月 8日 東中学校・本納中学校・早野中学校・西陵中学校 

平成 27年 4月 9日 東郷小学校・西小学校・五郷小学校・中の島小学校 

平成 27年 4月 10日 豊岡幼稚園・五郷幼稚園・新茂原幼稚園・中の島幼稚園 

平成 28年 3月 11日 茂原中学校・南中学校・本納中学校・早野中学校 

平成 28年 3月 16日 二宮小学校・鶴枝小学校・新治小学校・豊岡小学校 

平成 28年 3月 17日 西小学校・五郷小学校・中の島小学校・本納小学校 

平成 28年 3月 18日 豊岡幼稚園・五郷幼稚園・新茂原幼稚園・中の島幼稚園 

 

・教科書採択関係 

開催日 内容 

平成 27年 5月 25日 第 1回教科書採択協議会 

平成 27年 7月 13日 第 2回教科書採択協議会 
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・研修会等 

開催日 内容 

平成 27年 4月 28日 長生地区市町村教育委員会連絡協議会総会 

平成 27年 5月 27日 千葉県市町村教育委員会連絡協議会定期総会並びに特別講演会 

平成 27年 10月 7日 長生地区市町村教育委員会連絡協議会要望書提出 

平成 27年 11月 4日 
千葉県教育委員会・千葉県市町村教育委員会連絡協議会共催 

第 1回教育委員研修会 

平成 27年 11月 16日 長生地区市町村教育委員会連絡協議会研修会 

平成 28年 1月 15日 長生地区市町村教育委員会連絡協議会研修会 

平成 28年 1月 27日 千葉県市町村教育委員会連絡協議会 第 2回教育委員研修会 

 

・その他行事等 

開催日 内容 

平成 27年 11月 3日 茂原市教育功労者表彰式、文化祭巡回 

平成 28年 1月 28日 教育委員会感謝状贈呈式 

平成 28年 2月 16日 茂原市教育委員会学芸・体育功労者表彰式 
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３  各種施策について  

（１）後期基本計画に基づく施策表  

  点検・評価は、「後期基本計画」に基づく以下の１８施策について実施しています。 

章 節 細項目 担当課

推進体制の確立 生涯学習課

関連機関との連携 生涯学習課

1-2 学習機会の充実 学習ニーズに応じた学習機会の充実 生涯学習課

情報提供・相談体制の整備
生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

施設・設備の整備・充実
生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

読書活動の推進
生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

幼稚園の整備 教育総務課

教育内容の充実 学校教育課

施設の整備 教育総務課

設備・備品の充実 学校教育課

3-2 通学環境の改善 適正な通学区域の設定 学校教育課

学習指導、生徒指導の充実 学校教育課

個性に応じた指導の充実 学校教育課

社会環境の変化に対応した教育の充実 学校教育課

健康教育の充実 学校教育課

安全教育の充実 学校教育課

確かな学力の育成 学校教育課、教育総務課

3-4 特別支援教育の充実 教育体制の充実 学校教育課

3-5 教職員の資質の向上 研修の充実 学校教育課

調理場方式の検討
学校教育課、共同調理場、教育
総務課

効果的な食育の推進 学校教育課、共同調理場

公民館の整備 生涯学習課、各公民館

図書館の整備 生涯学習課

学習機会の拡充
生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

団体の育成 生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

指導者の育成
生涯学習課、各公民館、東部台
文化会館

スポーツ施設の整備 体育課

スポーツ施設のネットワーク化 体育課

市民スポーツの充実 体育課

スポーツ団体の育成 体育課

指導者の育成 体育課

体育指導委員活動の推進 体育課

スポーツ情報の提供 体育課

文化施設の整備 生涯学習課､各公民館、美術館･郷土資
料館、東部台文化会館

身近な活動の場の確保 生涯学習課､各公民館、美術館･郷土資
料館、東部台文化会館

芸術文化事業の充実 生涯学習課､美術館･郷土資料館、東部
台文化会館

文化団体・グループの育成 生涯学習課､美術館･郷土資料館、東部
台文化会館

文化財の保護・保存 生涯学習課、美術館郷土資料館

歴史民俗資料の収集 生涯学習課、美術館郷土資料館

伝統芸能の保存と育成 生涯学習課

青少年育成体制の充実 生涯学習課、青少年指導センター

青少年育成事業の充実 生涯学習課、青少年指導センター

環境浄化と非行防止 生涯学習課、青少年指導センター

項

1-1

2-1

3-1

生涯学習支援システムの
整備

1-3

生涯学習の推進

幼児期教育の充実

1 生涯学習

教
育
文
化
（
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、

す
べ
て
の
人
が
生
涯
を
通
し
学
習
し
て
い
く
ま
ち
）

7 青少年健
全育成

6-3

7-1

6-1

2 幼児期教
育

4 社会教育

6-2

3-3

青少年健全育成の充実

5 スポー
ツ・レクリ
エーション

スポーツ環境の充実

スポーツ・レクリエー
ションの振興

6 市民文化

文化環境の整備

5-1

5-2

芸術文化の振興

伝統・文化の維持継承

社会教育の振興

3 学校教育

教育環境の整備

学校給食の充実3-6

4-1

4-2

社会教育施設の整備

教育内容の充実
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（２）茂原市の教育方針及び重点施策  

    本市では後期基本計画に基づく、教育の総合的指針として、毎年度「茂原市の

教育方針及び重点施策」を定めています。平成２７年度の茂原市の教育方針及び

重点施策は以下のとおりです。  

 

平成２７年度茂原市の教育方針及び重点施策  

 本市では、『ゆたかなくらしをはぐくむ「自立拠点都市」もばら』を将来都市像と

し、平成２３年から３２年までを計画期間とする後期基本計画を策定しています。  

茂原市教育委員会では、後期基本計画に基づき、「次代を担う子どもたちを育て、

すべての人が生涯を通し学習していくまち」を基本テーマとして各種施策の展開を

図ってまいります。  

 特に、国際化や少子高齢化及び高度情報化の進展、また地方分権が進むなか、教

育に対する期待も益々大きくなってきています。そこで教育委員会は、「人づくり」

を中心的課題として捉え「茂原の文化を創る心豊かな人づくり」を目標に、平成２

７年度茂原市の教育方針及び重点施策を次のように定めます。  

 なお、施策の推進にあたっては、関係機関をはじめ関係団体等との連携を密にす

るとともに、家庭、学校、地域社会が一丸となり、広く市民の協力を得ながら、教

育の充実と文化の向上に努めます。  

 

第１節  生涯学習   

 来るべき新しい時代に生きる市民が、自らの意志で様々な学習活動に取り組むこ

とを通じて人間を磨き、生きがいを育み、豊かな人間関係を醸成しながら活力に満

ち、充実した生活の実現を目指します。そのため、「楽しく学び、いきいきとふれあ

う、活力あふれる市民生活の創造」を基本理念に、行政と市民が一体となって、心

の豊かさを実感できる生涯学習を推進します。  

１  生涯学習の推進  

（１）第２次茂原市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習推進協議会を活用するこ

とで、全庁的な推進体制の充実を図ります。  

（２）事務委任を受けた東部台文化会館をはじめとする生涯学習関連施設、国・自

治体や文化・スポーツ施設など、関連機関や団体等と密接な連携を図り、市

民の学習要求に対応できるよう協力体制を整備します。  

（３）小中学生が自分の育った茂原市について学ぶ「茂原学」の提供に努めます。 

２   学習機会の充実  

（１）市民カレッジや大学の公開講座を開催し、市民ニーズに対応した学習機会の

提供に努めます。  

（２）市民の要望に応じて、市職員が講師となり、市民生活に必要な知識や情報を

提供する職員出前講座の普及を図ります。  
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３  生涯学習支援システムの整備  

 （１）生涯学習情報紙「ハロータウン」、生涯学習ガイドブック、広報もばらによ

り生涯学習に関する情報提供に努めます。  

（２）生涯学習を担う指導者の確保と周知に努めます。  

（３）公民館をはじめ各学習施設は、学習情報の提供や学習相談、学習事業を研究

開発するなど、総合的に学習者を支援できる推進機能の充実を図ります。  

（４）学社融合の一層の推進に努めます。  

 （５）子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの豊かな感性・情緒を育む読書

活動を推進します。  

 

第２節  幼児期教育  

 豊かな感性と思いやりの心を育み身体の健やかな成長を図るため、幼児の主体的

な活動を促し、遊びを通しての総合的な指導の充実に努めるとともに、一人ひとり

の発達に応じた幼児期教育の推進に努めます。また、少子化社会への対応を進める

ため、幼稚園機能を生かした子育て支援事業を推進し、保護者や地域のニーズに応

えるよう努めます。さらに、私立幼稚園に対する助成を実施し、公立・私立のバラ

ンスのとれた幼児期教育の振興を図ります。  

１   幼児期教育の充実  

（１）  幼稚園等の施設・遊具の改善、修繕など、適切な維持管理に努めます。  

（２）  基礎的な資質や能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を

培う教育の推進に努めます。  

（３）  小学校への円滑な接続を図るための、幼小連携の体制づくりを推進します。 

（４）  支援を必要とする幼児のニーズに合った支援体制づくりや関係機関との連

携を推進します。  

 （５）職員の資質向上とティーム保育の推進に努めます。  

 （６）子育て支援事業を実施するとともに地域に開かれた幼稚園づくりに努めま  

す。  

 （７）幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努めます。  

 （８）安全で快適な園生活が送れるよう、施設などの環境整備に努めます。  

 （９）教材備品の充実に努めます。  

 （ 10）私立幼稚園の保護者負担の軽減に努めます。  

 （ 11）幼稚園の適正規模基準を定めるとともに４園の適正化について検討します。 

 

第３節  学校教育  

子どもたちに基礎的・基本的な知識・技能を習得させるとともに、それらを活用

する学習活動を充実させることにより、思考力・判断力・表現力を育み、自ら学び、

自ら考え、主体的に判断し行動できる「生きる力」を育てる教育を推進します。  
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また、学校と地域との連携を強めながら地域に開かれた学校づくりを一層推進し、

様々な学校活動に地域の協力と意見が反映できるよう、学校評議員制度や学校支援

ボランティア制度の充実を図ります。地域全体で子どもたちの健全な成長を担う環

境づくりを推進します。  

１  教育環境の整備  

（１）校舎・体育館等の耐震補強を年度内に完了させるとともに、学校施設の整備・

修繕等を行い施設の安全性の確保を図ります。  

（２）教育施設、建築設備の安全点検を定期的に行い、児童生徒・利用者の安全確

保に努めます。  

（３）小中学校の適正規模基準を定めるとともに、適正配置について検討します。 

（４）教材備品の充実に努めます。  

（５）小中学校等の遊具の改善や修繕など、適切な維持管理に努めます。  

２  通学環境の整備  

（１）通学路の安全点検に努めます。  

３  教育内容の充実  

（１）特色ある学校経営と創意ある教育課程の編成に努めます。  

（２）高度情報化、国際化など社会の変化に対応した教育の推進に努めます。  

（３）豊かな人間関係づくりのためのコミュニケーション能力の育成に努めます。 

（４）地域との連携を深め、地域に開かれた学校づくりに努めます。  

（５）道徳教育及び生徒指導の充実と教育相談体制の確立に努めます。  

（６）望ましい勤労観・職業観の育成を図るキャリア教育の推進に努めます。  

（７）本に親しむ意欲と態度を育成する読書活動の充実に努めます。  

（８）各教科及び総合的な学習の時間や特別活動において、多様な体験活動の  

推進に努めます。  

（９）健康・安全教育の推進に努めます。  

（10）防災教育の充実に努めます。  

（11）奨学資金貸付制度の適正な運用に努めます。  

４  特別支援教育の充実  

（１）特別支援教育の推進と適切な就学指導の充実に努めます。  

（２）子どもの実態に即して特別支援教育支援員を配置し、必要な支援に努めます。 

（３）担当指導主事を増員し、教育相談の充実に努めます。  

５  教職員の資質の向上  

（１）教職員の資質向上を図り、学習指導の充実に努めます。  

６  学校給食の充実  

（１）学校給食の充実及び食育の推進に努めます。  

（２）学校給食施設のあり方について検討を進めます。  
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第４節  社会教育  

 身近な生涯学習の場である公民館等の社会教育施設において利用者の立場に立っ

た施設運営や整備に努め、地域における学習･交流の拠点として、活力と潤いのある

社会教育を推進します。また図書館においては、指定管理者と連携を図り、資料・

情報の提供を推進します。社会教育関係団体については、育成・活動を支援し、指

導者の発掘および育成を推進します。  

１  社会教育施設の整備  

（１）社会教育施設の整備を図り、設備等の充実に努めます。  

２  社会教育の振興  

（１）多様化･高度化する学習ニーズに応じるため、学習機会の拡充を図るととも

に、楽しく学べる学級講座の充実に努めます。  

（２）学習成果発表機会の提供に努めます。  

（３）家庭教育学級の充実を図るとともに、地域の教育力の活性化に努めます。  

（４）社会教育関係団体の育成と活動の強化に努めます。  

（５）読書活動の推進のため、団体育成と各種講座の充実に努めます。  

（６）ブックスタート事業を継続実施し更なる充実に努めます。  

（７）インターネットにより図書の貸出の利便を図るとともに、ニーズに応じた情

報の収集や提供に努めます。  

 

第５節  スポーツ・レクリエーション  

「いつでも、どこでも、だれでも」を合言葉に、市民ひとり１スポーツをめざし

て気軽に楽しめるスポーツ・レクリエーションの普及に努めます。また、指導者の

有効活用及び団体の育成を図るとともに情報の提供に努め生涯スポーツを推進しま

す。さらに、平成２８年度に事業の実施を目指し、（仮称）「茂原市スポーツ推進計

画」を策定します。  

１  スポーツ環境の充実   

（１）スポーツ施設の整備に努めます。  

（２）スポーツ施設のネットワーク化の推進に努めます。  

２  スポーツ・レクリエーションの振興  

（１）スポーツ教室・スポーツ大会の充実に努めます。        

（２）スポーツ団体の育成に努めます。               

（３）スポーツ指導者の有効活用に努めます。             

（４）スポーツ推進委員を中心に軽スポーツの普及振興に努めます。  

（５）スポーツ情報の提供に努めます。  

 

第６節  市民文化  

 芸術文化の振興については、文化祭をはじめとした各種芸術文化事業を実施し、
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市民に享受できる機会を提供するとともに、各種芸術文化団体の充実と市民文化の振

興を図ります。文化財で貴重なものは、指定文化財として保護・保存し後世に伝える

とともに、出土遺物の適切な整理・保管・活用を図り、文化財保護思想の普及を推進

します。また、後世に市の歴史を継承することを目的に市史の編纂を推進します。  

１ 文化環境の整備  

 （１）市民が身近な場所で活動できるよう、美術館・郷土資料館をはじめ各施設と

の連携を深め、情報交換、施設の有効利用に努めます。  

２ 芸術文化の振興  

（１）文化協会の組織充実と連携を図り、文化祭を開催することで市民の文化活動

の意欲向上に努めます。 

（２）親しみのある美術館・郷土資料館づくりとともに、優れた美術品を鑑賞する

機会の提供に努めます。  

（３）市民の音楽・観劇・映画鑑賞や小中学生の音楽鑑賞教室などの芸術・文化に

触れる機会の提供に努めます。  

３ 伝統・文化の維持継承   

 （１）文化財の保護・保存を図り、文化財に対する理解を深め、郷土愛の育成に努

めます。 

 （２）文化財を美術館・郷土資料館に展示し、広く市民に公開するよう努めます。  

（３）郷土芸能発表会などを開催し、伝統芸能保存団体の活動を支援するとともに

後継者の育成に努めます。  

（４）市制施行７０周年の市史発刊を目指します。  

 

第７節 青少年健全育成  

 次代を担う青少年の健全な育成を目指して、広く地域住民の協力を得ながら様々な

活動を展開し「心身ともに健やかでたくましい」青少年を育成するための活動を推進

します。  

また、青少年の非行防止や青少年に有害な社会環境の浄化を推進します。  

１  青少年健全育成の充実  

（１）青少年育成茂原市民会議及び青少年相談員活動の充実を図り、青少年の健全

育成体制の整備と機能促進に努めます。  

（２）子ども会等を通して青少年の奉仕活動･体験活動の推進に努めます。  

（３）夏休みの子どもの安全・安心な居場所づくりと異学年交流を目的に放課後子ども

教室推進事業の充実に努めます。  

（４）青少年指導センターと関係機関との連携を密にし、非行防止や環境浄化に努   

   めます。  

（５）携帯電話にひそむ危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普及を図り、  

事故防止に努めます。  
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４ 各施策の点検評価報告書   

１－１ 生涯学習の推進  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)

(3)

現状と課題

・

・

求める成果

・

・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

・

今後の方向性

・

・
・

生涯学習推進事業実績報告書を作成し、生涯学習推進協議会で｢現状と課題]について
協議、全庁的な推進体制の充実を図るとともに今後の事業の内容、方向性等の検討を
行った。
講師派遣事業を利用し市民カレッジを実施するなど、市民の多様な学習ニーズに対応
するため、関連施設・団体等との連携を図った。
小中学校への「茂原学」を通して、郷土に対する理解を深める学習の一助となった。

生涯学習社会の実現を目指し、多様な学習ニーズに対応できる推進体制の整備を図
る。
関連機関や団体とのさらなる連携・協力体制の整備を図る。
「茂原学」の講座内容について、学校教育課と連携し充実を図る。

市民カレッジ全７回のうち４回

１４３人参加

小学校１２回、４４２人参加

中学校１４回、３４４人参加

第２次茂原市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習推進協議会を活用することで、全
庁的な推進体制の充実を図る。
事務委任を受けた東部台文化会館をはじめとする生涯学習関連施設、国・自治体や文
化・スポーツ施設など、関連機関や団体等と密接な連携を図り、市民の学習要求に対
応できるよう協力体制を整備する。
小中学生が自分の育った茂原市について学ぶ「茂原学」の提供に努める。

生涯学習推進本部や生涯学習推進協議会を活用し、推進体制の強化を図る必要があ
る。
市民の多様な学習ニーズに対応するため、関連施設・団体・民間企業との連携が必要
である。

多種多様な分野における生涯学習関連事業を体系化し、市民に提供するために全庁的
な推進体制の充実を図る。
国、自治体、各種施設など関連機関や団体等と密接な連携を図り、市民の学習ニーズ
に対応できるよう協力体制を整備する。

当該年度の
主な取組

活動指標

生涯学習推進事業の検証

年2回開催

内容

生涯学習推進事業実績報告書の作成

生涯学習推進協議会の開催

講師派遣事業を利用した公開講座の実施

小中学校による「茂原学」の実施

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課

木島悦代

第１節　生涯学習

１　生涯学習の推進
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１－２ 学習機会の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)

現状と課題
・
・

求める成果
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

今後の方向性
・

・

市民カレッジ等の講座において健康、市内の歴史、高齢者にとっての人権や住まい等
の様々な内容について学習する機会を提供した。
職員出前講座において、マイナンバー制度等の市民生活に必要な最新の知識や情報の
提供に努めた。

今後は講座の内容をより専門的にするなど、市民の多様な学習ニーズに対応できるよ
う努める。
職員出前講座の周知とメニューの充実に努め、さらなる利用の促進を図る。

２５回実施、１,０７１人参加

２６回実施、７８６人参加

市民カレッジや大学の公開講座を開催し、市民ニーズに対応した学習機会の提供に努
める。
市民の要望に応じて、市職員が講師となり、市民生活に必要な知識や情報を提供する
職員出前講座の普及を図る。

市民の学習ニーズは、一段と多様化し、主体的に学習する意欲が高まっている。
職員出前講座（茂原学を含む）について、学校や各種団体に周知を図り、利用の促進
を図る必要がある。

県や大学等の関係機関と連携・協力し、生涯各期に応じた学習機会の充実を図る。
職員出前講座の周知とメニューの充実に努め、さらなる利用の促進を図る。

当該年度の
主な取組

活動指標内容

市民カレッジ

城西国際大学公開講座

職員出前講座

茂原学（小中学校による実施）

全７回、２５６人参加

全６回、２５２人参加

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課

木島悦代

第１節　生涯学習

２　 学習機会の充実
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１－３ 生涯学習支援システムの整備  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)
(3)

(4)
(5)

現状と課題

・

・

求める成果

・

・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・
・
・
・

今後の方向性

・

・

ハロータウン、生涯学習ハンドブック、広報により生涯学習情報の提供に努めた。
各公民館で各種教室を開催し、市民の自主的な学習活動を支援した。
学社融合事業により学校が地域住民の学習活動や地域交流の拠点となるよう努めた。
第三次茂原市子ども読書活動推進計画を策定した。

市民への学習情報の提供や相談体制を整備するため、広報や情報紙などを充実させる
とともに、市ホームページや相談体制の整備を進める。
第三次茂原市子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの読書活動の総合的、継続的
な推進を図るため、幼稚園・保育所、小中学校、図書館、学校教育課等との連携体制
の強化に努める。

年１回（４月、各公共施設に配布）

公民館　２４教室２,３５５人参加
東部台文化会館　13教室１,169人参加

新治小学校での科学実験教室
年１回、４７人参加

学社融合事業

生涯学習情報紙「ハロータウン」、生涯学習ガイドブック、広報により生涯学習に関
する情報提供に努める。
生涯学習を担う指導者の確保と周知に努める。
公民館をはじめ各学習施設は、学習情報の提供や学習相談、学習事業を研究開発する
など、総合的に学習者を支援できる推進機能の充実を図る。
学社融合の一層の推進に努める。
子ども読書活動推進計画に基づき、子どもの豊かな感性・情緒を育む読書活動を推進
する。

広報やハロータウン等で生涯学習情報を提供しているが、学習者のニーズに応じた適
切な情報提供や相談体制の整備が必要である。
「講師名簿」に７３名の指導者が登録されているが、活用される機会が少なく、周知
が必要である。

学習ニーズに対応した情報提供、学習情報紙の充実、広報での啓発、情報提供システ
ムおよび相談体制の整備。
指導者が、学習支援者として活動できる場の提供。
子ども読書活動の推進。

当該年度の
主な取組

活動指標内容

ハロータウンの発行

生涯学習ハンドブックの発行

自主グループ一覧表の発行

主催教室の開催

年３回（広報７月、１０月、１月）

年１回（５月、各公共施設に配布）

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課
各公民館　東部台文化会館

木島悦代　永嶋貴子
神代明子

第１節　生涯学習

３　生涯学習支援システムの整備
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２－１ 幼児期教育の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)
(2)

(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)

現状と課題

・

・

求める成果

・
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・
・

・

今後の方向性

・

・

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に基づく「点検評価報告書」

教育総務課
学校教育課

鶴岡嘉孝

【施策の概要】

第２節　幼児期教育

１　 幼児期教育の充実

幼稚園等の施設・遊具の改善、修繕など、適切な維持管理に努める。
基礎的な資質や能力の育成を重視した教育課程を編成し、豊かな人間性を培う教育の
推進に努める。
職員の資質向上とティーム保育の推進に努める。
子育て支援事業を実施し、地域に開かれた幼稚園づくりの推進に努める。
幼保一元化を見据え、幼稚園及び保育所の連携の推進に努める。
環境の整備を図り、健康と安全教育の推進に努める。
教材備品の充実に努める。
私立幼稚園の保護者負担の軽減に努める。

ティーム保育により園児の主体的活動や個々の発達に応じた教育を展開するととも
に、子育て支援事業(ふれあい広場)を実施し、地域に開かれた幼稚園づくりを推進。
少子化により園児数の減少が進んでおり、各施設ともに定員割れの状態であることか
ら、公立幼稚園４園の適正化が必要となっている。

基礎的な資質や能力の育成による、豊かな人間性を培う教育の推進。
子ども子育て支援事業計画にかかるニーズ調査を基にしたサービスの向上。
教育課程の編成において必要な教材備品の整備。
子育て支援も視野に入れた私立幼稚園の保育料助成。

当該年度の
主な取組

活動指標

主体的活動の促進、個々の発達に応じた教育を展開

1クラス2名の教員を配置

環境整備事業

備品整備費予算計上

扶助費支給による就園奨励

内容

指導体制確立事業

教育振興事業

少子化により園児数の減少が将来的にも深刻であり、公立幼稚園は定員割れの状態
で、年々減少していることから、子ども・子育て支援事業計画に基づき、公立施設の
適正化を図る必要がある。
子ども・子育て支援新制度に沿った形で、保護者負担の軽減に努める。

各園でふれあい広場開催　予算32万５千円

幼保連絡協議会にて講習・講演会等を開催

施設維持管理、教育環境の向上

予算12万4千円（1園あたり）

就園人数９１８人（公私立合計）

ティーム保育により、園児の主体的活動や個々の発達に応じた教育を展開した。
未就園児及び保護者のための遊び場や母親同士の交流の場の提供のため、子育て支援事業
(ふれあい広場等)を各園で5～6回（五郷幼稚園まめっこくらぶ10回）／年実施し、延べ約
1,100人が参加した。
就園奨励費補助金支給による私立の保護者負担の軽減について、非課税世帯の限度額が拡大
された。

子育て支援事業

幼保連携事業
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３－１ 教育環境の整備  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

事業内容

(1)

(2)

(3)
(4)

現状と課題
・

・

求める成果
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への
評価

・
・

今後の
方向性

・

当該年度
主な取組

活動指標

平成２７年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

教育総務課、学校教育課

中村一之、野口栄孝

【施策の概要】

茂原小渡り廊下棟など９棟完了（耐震１００％）

平成２７年度予算現額　13億2166 万円

教材備品の充実

耐震補強工事は今年度９棟が完成し、耐震化率１００％となった。
施設の修繕に関しても1億円余に工事費を予算計上し、修繕箇所の解消に取り組んだ。

耐震化事業完了後は施設の大規模改修等を計画的に進め、良好な教育環境の整備を図る。

第３節　学校教育

１　教育環境の整備

内容

小中学校耐震補強工事

小中学校耐震補強工事費予算計上

小中学校施設整備
（雨漏り、電気・消防・受水槽・浄化槽等）

小破修繕等

４９箇所改修（小３６箇所、中１３箇所）
予算：1億2338万円

387箇所修繕

予算　（中学校）144万円／１校
　　　（小学校）　68万円／1校

校舎・体育館等の耐震補強を計画的に実施するとともに、学校施設の整備・修繕等を
行い施設の安全性の確保を図る。
教育施設・建築設備の安全点検を定期的に行い、児童生徒・利用者の安全確保に努め
る。
教材備品の充実に努める。
小中学校等の遊具の改善や修繕など、適切な維持管理に努める。

国の基本方針に基づき平成27年度末までに９棟（５校）の学校施設の耐震化を完了
する必要がある。
学校の施設・設備、遊具等が老朽化により修繕を要する箇所が増えている。

平成27年度までに残り９棟の耐震化の完了
学校施設の安全性の確保
教材備品の充実を図る
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３－２ 通学環境の改善  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容 (1)

現状と課題

・

・
・

求める成果 ・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価
・
・

今後の方向性 ・

合同点検の結果から各関係機関により、危険箇所への計画的な対策が実施された。
茂原市通学路交通安全プログラムにより、警察、長生土木事務所、市役所など関係機
関との連携が図られ、通学路の安全対策が円滑に図られた。

茂原市通学路交通安全プログラムに基づく合同点検を実施する。

第３節　学校教育

２　通学環境の整備

内容

通学路安全対策事業

各学校での安全マップの作成

学校支援ボランティア等による登下校時の見守り 各小学校で実施　14校（１４０人が従事）

通学路の安全点検に努める。

各小学校で危険箇所やこども110番シール貼付家屋等を記入した安全マップを作成
し、児童生徒に注意喚起を促している。
学校支援ボランティア等により、登下校時の見守りを実施。
通学路の合同点検箇所については、担当部署で順次対策を実施しているが、中には改
善に時間や多額の予算を要する箇所があり、ハード面の対策が遅れている。

児童生徒の通学路における安全確保。

当該年度の
主な取組

活動指標

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に基づく「点検評価報告書」

学校教育課

鶴岡嘉孝

【施策の概要】

H2７合同点検箇所数　８７
H2７対策箇所数　７

各小学校で作成　14校
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３－３ 教育内容の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)

(8)
(9)
(10)

現状と課題
・

求める成果

・
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価
・

今後の方向性
・

当該年度の
主な取組

活動指標

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に基づく「点検評価報告書」

学校教育課、教育総務課

野口栄孝

【施策の概要】

小学生が職場見学、中学生が職場体験を実施

予算：５２５万１千円

不登校児童生徒の学校復帰支援

特色ある学校経営と創意ある教育課程の編成に努め、各教科及び総合的な学習の時間
や特別活動をとおし、多様な学習・体験活動を行った。

公共施設等総合管理計画の策定にあわせ、小中学校の適正規模基準による適正配置の
検討を継続して行う。

第３節　学校教育

３　教育内容の充実

内容

職場見学・職場体験の実施

総合学習の推進

国際教育の推進

PCリース契約の更新

ELTを７名配置、中学生２６名を海外派遣

教育用・校務用PCの契約を更新

適応指導教室(豊田・五郷教室)年間114日　予算：１７３万２千円

心の教室相談員(豊田・五郷・萩原・東部小)年間56日　予算：92万7千円

特色ある学校経営と創意ある教育課程の編成に努める。
高度情報化、国際化など社会の変化に対応した教育の推進に努める。
地域との連携を深め、地域に開かれた学校づくりに努める。
道徳教育及び生徒指導の充実と教育相談体制の確立に努める。
望ましい勤労観・職業観の育成を図るキャリア教育の推進に努める。
本に親しむ意欲と態度を育成する読書活動の充実に努める。
各教科及び総合的な学習の時間や特別活動において、多様な体験活動の推進に努め
る。
健康・安全教育の推進に努める。
防災教育の充実に努める。
奨学資金貸付制度の適正な運用に努める。

公共施設等総合管理計画の策定にあわせ、小中学校の適正規模基準による適正配置の
方針を決定する必要がある。

基礎・基本の定着と学んだことを活用し考え表現する力、自主的に学習する態度を育む。
外国語の発音や異文化に慣れ親しみ、コミュニケーション能力の素地を身に付ける。

情報化社会の進展に主体的に対応できるようにする。
不登校児童生徒の学校復帰を支援する。
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３－４ 特別支援教育の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容 (1)

現状と課題

・

・
・

・

求める成果
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

今後の方向性
・
・

特別支援教育支援員の配置により、支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対し、学
校（園）生活での介助や学習活動上の支援を行うことができた。
巡回相談や専門家チームにより対象児童生徒等の実態把握・対処方法等について検討
することができた。

今後も特別支援教育支援員を計画的に配置していく。
巡回相談・専門家チームを継続し、特別支援教育の充実に努め、児童生徒の能力に応
じた適切な就学指導及び継続的な支援につなげる。

第３節　学校教育

４　特別支援教育の充実

内容

特別支援教育支援員の配置

巡回相談の実施

専門家チームの設置及び会議の開催

就学指導委員会の開催

年間３回開催

年間７回開催

年間２回開催

特別支援教育の推進と適切な就学指導の充実に努める。

特別支援教育支援員の配置や巡回相談・専門家チームの設置により、幼稚園、保育
所、小中学校の支援を行った。
年間７回、就学指導委員会を開催し、適切な就学指導に努めた。
「就学支援コスモスシート」の配布や、相談支援ファイル「スマイル」の周知を図
り、支援体制の整備に努めた。
通常学級の中での特別な支援を必要とする児童生徒の対応が課題

特別支援教育支援員の計画的配置。
児童生徒の実情に応じた適切な就学指導。

当該年度の
主な取組

活動指標

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に基づく「点検評価報告書」

学校教育課

坂倉みゆき

【施策の概要】

特別支援教育研修会の開催

小学校１６名、中学校３名、幼稚園４名配置

５保育所・４幼稚園、９小学校へ年３回訪問
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３－５ 教職員の資質の向上  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容 (1)

現状と課題
・

・

求める成果
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

今後の方向性
・

・

当該年度の
主な取組

活動指標

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に基づく「点検評価報告書」

学校教育課

古山幹夫

【施策の概要】

教務主任研修会の開催

平成27年度予算計上：151万7千円

年３回開催　参加人数　小２６５人
中１６１人、幼２７人

茂原市若年層育成研修会において、本年度３回のうち１回を市独自による初任者研修
とし、郷土学習について研修を深めた。
茂原市教育研究協議会では、各部において教育事務所、大学、民間から専門的な講師
を招聘して指導法の研修を充実させた。

茂原市若年層育成研修会において、道徳教育の教科化に備えるため、視聴覚教材を活
用した実践的な指導方法の研修を取り入れる。
各学校の研修の充実について、引き続き支援する。

第３節　学校教育

５　教職員の資質の向上

内容

教育振興事業

教育研究協議会の開催

若年層教員研修会の開催

教育講演会の実施

年３回開催　参加人数６０人

年１回開催　参加人数３１９人

年３回開催　参加人数２５人

教職員の資質向上を図り学習指導の充実に努める。

ベテラン教職員の大量退職に伴い、教職員の年齢構成が大きく変化しており、中堅層
と若年層教員の研修充実が課題である。
教職員の資質向上のための効果的な研修体系のあり方が課題である。

教務主任や若年層教員の研修を充実させ、資質向上を図る。
各学校の校内研修や茂原市教育研究協議会での研修を充実させ、指導方法の工夫改善
を図る。
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３－６ 学校給食の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容 (1)

・

・

・

・

・

・

【当該年度の取組に対する評価】

・

・

・

・

・

・

・

求める成果

平成２７年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

学校教育課
中央学校給食共同調理場

鶴岡嘉孝
白鳥朋児

【施策の概要】

第３節　学校教育

６　学校給食の充実

学校給食施設の老朽化に伴う対応

長生地域米粉パンの継続を求めて「地産地消」の推進に努める。

給食食材放射線測定について、共同調理場・単独校・五郷幼稚園に協力を仰ぎながら
継続する。

学校給食の充実及び食育の推進に努める。

現状と課題

センター方式、自校方式、親子方式の3方式による給食運営が確立されており、安全
で安心な給食を提供している。各施設とも老朽化が著しく、修繕により対応してい
る。

各学校において工夫された食育に関する授業が展開されている。

食物アレルギーを有する児童生徒及び保護者には、分析表を含む詳細な献立表を配布
して、アレルギー事故発生の防止に努めている。また、紙ベースの配布からインター
ネット閲覧への移行に向けて準備を進める。

今後の方向性

「学校給食施設検討委員会」から答申を受け今後の基礎調査・基本計画等を進める。

安全安心で豊かな学校給食を安定供給するための施設を整備していく。

「地産地消」の観点から、地元産食材の使用率向上を目指していく。

566万円熱風消毒保管庫　他3件

673万７千円　雨漏り修繕　他26件

共同調理場・単独調理校　各２～３回実施

年３回実施　幼稚園並びに小中学校の食材で実施

当該年度の
主な取組

活動指標

497万円　コンテナー8台・冷蔵庫・ＡＥＤ・野
菜調理機・シンク・ブラスケット等

内容

取組への評価

共同調理場及び単独調理場（園）ともに老朽化が進んでいることから、２６年度より「学校給食施
設検討委員会」を設置し、今後の茂原市の給食の在り方について今年度は３回会議を実施し「答申
書」を教育長に提出した。

長生地域米粉パン給食推進事業

食物アレルギーについては、児童生徒、担任、保護者が共通理解し、安全に留意しながら給食を取
ることができている。

食物アレルギー対応マニュアルを作成するとともに、養護教諭を対象にエピペン注射の訓練を実施
した。

アレルギー用献立は、インターネットを活用して閲覧できるようにし、ネット閲覧出来ない父兄に
は、紙ベースでの配布とした。

2億2600万1千円　調理：東洋食品　運搬：南
総通運

333万円　調理室内蒸気配管等

各小中学校・幼稚園給食食材放射線測定

調理用備品

給食委託（調理、運搬）

調理室内露出配管工事

調理機器賃貸借

調理場設備備品修繕
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４－１ 社会教育施設の整備  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容 (1)

現状と課題

・
・
・

求める成果
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

今後の方向性

・

・

茂原駅南口再開発ビルに移転した茂原市立図書館は、指定管理者「株式会社　図書館
流通センター」により、快適な読書環境の整備、更なるサービスの向上に努めた。
社会教育施設は安全な施設の維持管理に努め、利用者の安全性及び快適性の向上に努
めた。

社会教育施設は施設設備の更新、修繕をおこない、利用者に不便をかけないようにす
る。
本納公民館・支所複合施設の建設、本納公民館解体、駐車場整備工事を平成２８年度
から平成３０年度までの３か年で実施する。

施設の利便性、安全性を図る　予算19万6千円

施設の利便性、安全性を図る　予算71万3千円

施設の利便性、安全性を図る　予算41万1千円鶴枝公民館外壁修繕他

社会教育施設の整備を図り、設備等の充実に努める。

公民館、社会教育センターは施設の老朽化が進んでいる。
各施設において学習環境の整備や時代に即した機器の充実を図っていく必要がある。
茂原駅南口再開発ビルに移転した茂原市立図書館は、引き続き快適な読書環境を確保
していく必要がある。

社会教育施設においては、適宜修繕を実施し、利用者に快適な活動の場所を提供す
る。

当該年度の
主な取組

活動指標

予算1億1926万5千円

施設の利便性、安全性を図る　予算84万3千円

内容

図書館指定管理者制度の継続

社会教育センター消防設備修繕他

中央公民館誘導灯設備修繕

本納公民館給排水管設備修繕他

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課
各公民館

森康博
永嶋貴子

第４節　社会教育

１　社会教育施設の整備
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４－２ 社会教育の振興  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)

現状と課題
・

・

求める成果
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・
・

今後の方向性

・

・

・

子育て講座・家庭教育学級は多くの参加があり、事業を通して社会教育の振興が図ら
れた。
養成講座を受講したボランティアは、各小学校で読み聞かせを実施し活躍した。
おはなし会を実施することにより本への関心が高まり、図書館の利用者が増加した。

図書館は、指定管理者による各年齢層に合わせた自主事業等の実施により、さらなる
サービスの向上に努める。
多様な学習機会ニーズに応えるため、様々な情報提供に努めながら学習機会の拡充を
図る。
社会教育関係団体指導者の育成を図り、引き続き社会教育団体の活動支援に努める。

４団体　８２万４千円

全６回、７８人参加

全３３回、３６５人／全２４回、２３０組参加

おはなし会ボランティア養成講座

おはなし会／赤ちゃんと一緒のおはなし会

社会教育団体への助成

各種研修会の開催（婦人会、子ども会）

多様化･高度化する学習ニーズに応じるため、学習機会の拡充を図るとともに、楽し
く学べる学級講座の充実に努める。
学習成果発表機会の提供に努める。
家庭教育学級の充実を図るとともに、地域の教育力の活性化に努める。
社会教育関係団体の育成と活動の強化に努める。
読書活動の推進のため、団体育成と各種講座の充実に努める。
ブックスタート事業を継続実施し更なる充実に努める。
インターネットにより図書の貸出の利便を図るとともに、ニーズに応じた情報の収集
や提供に努める。

市民の学習ニーズが多様化・高度化しており、今後の課題として、質の高い学習内容
や様々な学習機会を提供する必要がある。
社会教育関係団体では役員不足の傾向にあり、指導者の育成を図る必要がある。

より一層の学習成果を上げられるようにし、社会教育の振興を図る。
社会教育関係団体の活動の充実を図る。

当該年度の
主な取組

活動指標

全１４回（各小学校）、６３１人参加

全５６回、２,１５８人参加

全６回、１２５人参加

公民館　２４教室２,３５５人参加
東部台文化会館　13教室１,169人参加

中央公民館まつり　５１０人参加
東部台文化会館まつり　１,４９４人参加

内容

主催教室の開催

学習成果発表の機会提供

子育て講座の開催

家庭教育学級の開催

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課
各公民館　東部台文化会館

森康博　木島悦代
永嶋貴子　神代明子

第４節　社会教育

２　社会教育の振興
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５－１ スポーツ環境の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容
(1)
(2)

現状と課題

・
・
・

求める成果
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・
・

今後の方向性

・

・

当該年度の
主な取組

活動指標

予算　２６９万６千円

予算　１０３万１千円

平成２７年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

体育課

内山俊樹

【施策の概要】

野球場・庭球場の予約管理の検討

故障個所の修繕及び安全性・利便性向上の工事を執行し、利用者の安全性・利便性に
努めた。
昨年度に引き続き、環境美化・清掃業務委託を行い環境美化に努めた。
老朽化した体育器具を新規購入したことにより、利用者の利便性が図られた。
野球場・庭球場の管理部署と今後の予約管理について、検討の場を設けた。

今後も、老朽化に伴う故障等が発生することが想定されるため、適切な施設の維持管
理に努め、計画的に修繕・工事を執行する。
野球場・庭球場の予約管理については、利用者の利便性を考慮し、管理部署との検討
を引き続き行う。

第５節　スポーツ・レクリエーション

１　スポーツ環境の充実　

内容

市民体育館施設・体育器具等修繕

市民体育館環境美化業務委託

施設の安全性確保・利便性向上の為の工事

バスケットゴール等体育器具購入

予算　１０９万４千円

予算１９６０万６千円

施設で予約管理ができる体制の検討。

スポーツ施設の整備に努める。
スポーツ施設のネットワーク化の推進に努める。

市民体育館は、施設の老朽化が激しく修繕を要する箇所が年々増えている。
各用具の旧式器具から新規器具への入替え、また環境美化が求められている。
市民体育館受付管理システムにより、市民体育館・市営野球場・市営庭球場の予約管
理を一元化しているが、野球場・庭球場とは距離が離れており、利用者に不便を与え
ている。

スポーツ施設の安全性の確保とスポーツ環境の充実を目指す。
体育館内外の環境美化の充実を図る。
利用者の利便性の向上に努める。
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５－２ スポーツ・レクリエーションの振興  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)

現状と課題

・
・
・

・

求める成果
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

今後の方向性

・

・
・

当該年度の
主な取組

活動指標

約２００チーム・１，０００人の参加

２３競技・約３，９００人の参加

平成２７年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

体育課

内山俊樹

【施策の概要】

スポーツ情報の提供

体育協会・スポーツ推進委員と連携を取り、数多くの大会・イベントを開催したこと
により、市民がスポーツに触れ合う機会を提供できた。
スポーツ情報を提供、特に郷土出身アスリートの紹介を行ったことにより、市民がス
ポーツに関心を持つようになった。また選手の競技力向上への意識づけに繋がった。

引き続き、多くの大会イベントを開催し、市民がスポーツに触れ合う機会を提供す
る。
生涯スポーツとして、タッチバレーボールを茂原発祥のスポーツとして普及する。
市民に関心を持ってもらえるような、スポーツ情報の提供に努める。

第５節　スポーツ・レクリエーション

２　スポーツ・レクリエーションの振興

内容

タッチバレーボール大会の開催

市民体育祭の開催

ファミリースポーツまつり等の開催

スポーツ団体への活動支援

約４００人の参加

体育協会１８２万２千円　スポ少５万円

スポーツもばら・スポーツ掲示板・ＨＰ等

スポーツ教室・スポーツ大会の充実に努める。
スポーツ団体の育成に努める。
スポーツ指導者の有効活用に努める。
スポーツ推進委員を中心に軽スポーツの普及振興に努める。
スポーツ情報の提供に努める。

市民ニーズに応じた、各種スポーツ教室の開催
体育協会・スポーツ少年団への更なる活動支援
市民体育祭の開催・県民体育大会の選手派遣等によるスポーツの普及・競技力の向上
を図る。スポーツもばら・情報掲示板にてスポーツ情報の提供。
生涯スポーツとして、タッチバレーボール等の普及に努める。

市民のスポーツに親しむ機会の提供・生涯スポーツの普及を目指す。
スポーツ団体への支援を行い、競技スポーツ振興と青少年の健全育成を目指す。
市民にスポーツに関心を持ってもらうための、情報を提供する。
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６－１ 文化環境の整備  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容
(1)

現状と課題

・

・
・

求める成果
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・
・

・

今後の方向性
・
・
・

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課　美術館・郷土資料館

中央公民館　東部台文化会館

木島悦代　舛田隆満
永嶋貴子　神代明子

第６節　市民文化

１　文化環境の整備

市民が身近な場所で活動できるよう、美術館・郷土資料館をはじめ各施設との連携を
深め、情報交換、施設の有効利用に努める。

美術館・郷土資料館は、第３月曜の休館日を廃止し、臨時休館日と年末年始休館以外は開館とし、
開館日増やすなど、広く市民に来館頂けるよう、施設の適切な維持管理に努めている。収蔵庫が飽
和状態となっているほか、新たな設備更新工事、修繕必要箇所が発生している。
市民会館・東部台文化会館は施設設備が老朽化している。
生涯学習情報を提供しているが、学習者のニーズに応じた適切な情報提供や相談体制の整備が必要
である。

市民の文化活動の場の提供、設備の維持管理、修繕。
学習ニーズに対応した情報提供、学習情報紙の充実、広報での啓発、情報提供システ
ムおよび相談体制の整備。

当該年度の
主な取組

活動指標

照明設備、エレベーター、消防設備、空調加湿器

音楽ホール音響設備改修、外壁補修工事他
５２０１万７千円

内容

美術館内設備の交換工事、設備修繕、新収蔵資料のく
ん蒸

東部台文化会館設備等改修

市民会館冷却塔部品交換修繕他

生涯学習ガイドブックの発行

各施設の設備修繕を行い、適切な維持管理と来館者へのサービス向上に努めた。
美術館・郷土資料館の収蔵庫内の整理をすすめ、新収蔵資料のくん蒸を行い資料の保
管保全に努めた。
生涯学習ガイドブック、自主グループ一覧表により生涯学習情報の提供に努めた。

今後も施設、設備の適切な維持管理に努める。
新収蔵資料のくん蒸を今後も継続し、資料の保管保全に努める。
市民への学習情報の提供体制を整備するため、情報紙を充実させる。

施設の利便性、安全性を図る。４３万円

年１回（５月、各公共施設に配布）

年１回（４月、各公共施設に配布）自主グループ一覧表の発行
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６－２ 芸術文化の振興  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)

(3)

現状と課題

・
・

・

求める成果

・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・

・

今後の方向性

・

・

・

茂原市文化協会活動費でチラシスタンドを購入しイベントを周知した。茂原市文化祭は総合市民センター

の代替施設に東郷福祉センターを利用し会場確保した。
収蔵美術品の目玉となる林功展、王子江展を開催したほか、展示入替日数が最小限となるよう工夫し、鑑
賞の機会を増やすよう努めた。共催展示の各日程を工夫し、広く市民の文化活動の発表の場として、より

親しみやすい美術館・郷土資料館となるよう努めた。
小中学校音楽鑑賞教室は、各校独自の企画で開催し参加者の好評を得た。芸術文化鑑賞会は、全６回開催

し参加者の好評を得た。映画鑑賞会は、アンケートの結果から継続を望む声が多い。

茂原市文化協会の組織や広報活動の充実を図る。茂原市文化祭は茂原市文化協会と連携を図り来場
者の増加に努める。
今後も展示内容を工夫した魅力ある展覧会を開催し、優れた美術品を鑑賞できる機会の提供に努め
る。
小中学校音楽鑑賞教室は、学校の意見を聞きながら事業の充実を図るとともに市内演奏家の活用に
努める。芸術文化鑑賞会は、市民ニーズに対応した企画立案を図る。映画鑑賞会は、市民と協働し
企画していく。

中学校、小学校計７校で開催・ミュージカル、歌
舞伎、能狂言計６回開催・映画鑑賞会４回開催

林功展等７回、美術実技講座６回、
郷土資料館実技講座１回、歴史セミナー２回開催

１６回開催美術館各共催団体の展示

文化協会の組織充実と連携を図り、文化祭を開催することで市民の文化活動の意欲向上に努
める。
親しみのある美術館・郷土資料館づくりとともに、優れた美術品を鑑賞する機会の提供に努
める。
市民の音楽・観劇鑑賞や小中学生の音楽鑑賞教室などの芸術・文化に触れる機会の提供に努
める。

茂原市文化協会の組織充実と茂原市文化祭の充実が必要である。
寄贈により収蔵資料が充実し、優れた美術品の展示が可能となった。共催展示･文化
祭等で美術展示室を使用するため、美術収蔵品展の常設展示ができない時期がある。
市民を対象とした歌舞伎等の芸術鑑賞会、映画鑑賞会、小中学生を対象とした音楽鑑
賞教室を開催している。今後も市民ニーズに対応した企画や活動補助の充実が求めら
れている。

茂原市文化協会の組織及び茂原市文化祭の充実。
各展覧会の開催により、来館者に芸術文化に親しんで頂く機会を提供する。
市民が芸術文化に触れる機会を充実させることで市民の文化活動の意欲を向上させ
る。

当該年度の
主な取組

活動指標

美術館・郷土資料館等10会場で開催

チラシスタンドの設置、会報の発行

内容

茂原市文化祭の開催

茂原市文化協会広報活動

小中学校音楽鑑賞教室、芸術文化鑑賞会、大画面でみ
る映画会の開催

美術収蔵品展、芸術文化講座の開催

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課　美術館・郷土
資料館　東部台文化会館

東間一博　舛田隆満
神代明子

第６節　市民文化

２　芸術文化の振興
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６－３ 伝統・文化の維持継承    

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)
(2)
(3)

(4)

現状と課題

・

・

・

・

求める成果

・
・
・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価

・

・
・
・

今後の方向性

・

・
・
・

地元住民や小学生と協力し、環境整備や調査活動を行い天然記念物の保護に対する意識の高揚を
図った。市指定文化財を１件指定し公表することで文化財に対する理解を深めた。
郷土資料館テーマ展を年３回開催し、できるだけ多くの文化財の展示公開に努めた。
郷土芸能発表会を開催し、郷土芸能の保護保存を図った。
古文書史料の翻刻作業を行うとともに目録を発行し、郷土資料館テーマ展にて展示を行った。ま
た、歴史伝承への理解を深めて頂くため、古文書講座を開催した。

天然記念物の保護は、環境整備により保護が図られていることから地元住民等との協力体制の更な
る充実を図る。また、市内に現存する文化財の調査、指定、保存をすすめる。
郷土資料館にて今後も広く文化財の展示公開に努める。
郷土芸能保存団体と協力し、郷土芸能発表会の充実を図る。
古文書については、所在の確認調査を行い、保存に努める。また、歴史伝承への理解を深めて頂く
ため、古文書講座を継続する。

七夕祭りにて４団体が発表

（常設）文化財展示（テーマ）年３回

予算53万円古文書の調査整理、講座開催、目録発行

文化財の保護・保存を図り、文化財に対する理解を深め、郷土愛の育成に努める。
文化財を美術館・郷土資料館に展示し、広く市民に公開するよう努める。
郷土芸能発表会などを開催し、伝統芸能保存団体の活動を支援するとともに後継者の育成に
努める。
市制施行７０周年の市史発刊に向け市史編纂事業を推進する。

国の天然記念物であるミヤコタナゴ、ヒメハルゼミ発生地の環境整備活動を地元住民や小学校と協力し実

施した。引き続き生息地の環境整備や保護保存意識の高揚が求められる。また、市内に現存する文化財の
調査を実施し文化財の散逸防止や保存活動が求められる。

年間の常設展示の中で、国府関遺跡の木製品、下太田貝塚の出土品などの文化財を展示しているほか、
テーマ展を開催。収蔵する文化財資料は１７,０００点であり、郷土の歴史を網羅する上で意義の大きいも

のを順次展示している。
七夕祭り開催中に郷土芸能発表会を開催し、お囃子や獅子舞などの郷土芸能の保存活動を支援したが、演
者の高齢化が課題となっている団体がある。

市史編纂への基礎調査として古文書の調査、整理を進めるとともに、古文書講座の開催、古文書史料目録
の発行を行う。

地元住民や所有者等と協力し、生息環境や保存活用の更なる向上を目指す。
より身近な視点で文化財に触れて頂き、その保護思想の普及に努める。
郷土芸能保存団体との連携を密にし郷土芸能の保存を図る。
既存の古文書の調査、整理のほか、新たな資料の収集。

当該年度の
主な取組

活動指標

地元住民と環境整備活動、地元小学生と調査活
動、観察会実施

伊弉子神社本殿１件指定

内容

ミヤコタナゴ生息地、ヒメハルゼミ発生地環境整備

市指定文化財の新規指定

郷土芸能発表会

常設及びテーマ展の開催

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課
美術館・郷土資料館

東間一博
舛田隆満

第６節　市民文化

３　伝統・文化の維持継承
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 ７－１ 青少年健全育成の充実  

【政策・施策区分】

政策区分 担当課

施策区分 記入者

施策内容

(1)

(2)
(3)

(4)
(5)

現状と課題
・

求める成果

・

・
・

【当該年度の取組に対する評価】

取組への評価
・

今後の方向性

・

・

各種事業を通して多くの参加者や運営に関わる役員等の参加により、青少年育成に関
して理解が図られた。

各種事業内容の取り組みを検証し、改善を進めることでより多くの参加者を確保し、
事業を通して青少年育成体制の充実、青少年育成事業の充実、さらには環境浄化と非
行防止を図る。
夏休み子ども教室については、平成28年度から鶴枝小を加えた5校で実施する。

２３６人参加

５８８人参加

中の島小１７６人・緑ヶ丘小１６３人
豊田小１８３人・茂原小１９４人

第26回少年の主張大会

第21回僕と私のジャンピング大会

成人式

夏休み子ども教室

街頭補導

相談

青少年育成茂原市民会議及び青少年相談員活動の充実を図り、青少年の健全育成体制の整備
と機能促進に努める。
子ども会等を通して青少年の奉仕活動･体験活動の推進に努める。
夏休みの子どもの安全・安心な居場所づくりと異学年交流を目的に放課後子ども教室推進事
業の充実に努める。
青少年指導センターと関係機関との連携を密にし、非行防止や環境浄化に努める。
携帯電話にひそむ危険性の理解と有害情報から身を守る方法の普及を図り、事故防止に努め
る。

青少年育成茂原市民会議、青少年相談員や青少年指導センターを中心に青少年の健全
育成を図っている。今後の課題として、少子化、核家族化、情報の氾濫等、青少年を
取り巻く環境の変化に対応する必要がある。

きまりやルールを守り、仲間同士の友情を深めることを通して、人間性豊かな人格形
成を援助する。
社会教育関係団体の活動や地域の人々の協力を得て、青少年健全育成を促進する。
青少年のたまり場や交友関係などの情報収集に努め、非行防止に役立てる。

当該年度の
主な取組

活動指標

９７人申込み（雨天中止）

９２０人参加

７５５人参加

実施回数：３６２回、補導者：３７８人
補導参加者：９２３人

２０８件（うち不審者５１件）

内容

第11回ふぁみりーグラウンドゴルフ大会

第40回茂原市つつじマラソン大会

【施策の概要】

平成27年度茂原市の基本方針及び重点施策に係る「点検評価報告書」

生涯学習課
青少年指導センター

森康博
長谷川順一

第７節　青少年健全育成

１　青少年健全育成の充実
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